207審査チーム
実地審査に際しての事前検討依頼事項（追加08.11）
１．質問事項

（追１）自己点検書p95

試験問題の水準（多くの場合は、国家Ⅱ種試験問題並びに技術士補程度の水準に相当）を議論していると記述していますが、具体的に試験問題の水準はどのような方法で評価しているのでしょうか？

（追２）自己点検書p98

本学部の指定する資格取得について、これまでに、具体的に資格を取得し、認定された科目、およびその割合について教えていただければと思います。

２．依頼事項
基準2(2) プログラムは学習保証時間（教員等の指導のもとに行った学習時間）の総計が1,800時間以上を有していること。さらに，その中には，人文科学，社会科学等（語学教育を含む）の学習250時間以上，数学，自然科学，情報技術の学習250時間以上，および専門分野の学習900時間以上を含んでいること。
（依頼事項：追１）講義外時間として卒業研究Iでは22.5時間、卒業研究IIでは180時間をそれぞれ保証時間としていますが、それが学習保証時間（教員等の指導のもとで行なった学習時間）であることを示す根拠（資料）をご提示下さい。（総学習保証時間1800時間および新学系の専門分野の学習保証時間900時間を確認するための根拠として）
基準2(2)[1] プログラムは学習保証時間（教員等の指導のもとに行った学習時間。）の総計が1,800時間以上を有していること。
（依頼事項追２）講義外時間として卒業研究Iでは22.5時間、卒業研究IIでは180時間をそれぞれ保証時間としていますが、それが学習保証時間（教員等の指導のもとで行なった学習時間）であることを示す根拠（資料）をご提示下さい。（総学習保証時間1800時間を確認するための根拠として）
基準2(2)[4] 専門分野の学習900時間以上を含んでいること。
（依頼事項追３）講義外時間として卒業研究Iでは22.5時間、卒業研究IIでは180時間をそれぞれ保証時間としていますが、それが学習保証時間（教員等の指導のもとで行なった学習時間）であることを示す根拠（資料）をご提示下さい。（新学系での学習保証時間900時間を確認するための根拠として）
基準3.1(1) プログラムの学習・教育目標を達成するために必要な資質を持った学生を入学させるための具体的な方法が定められ，学内外に開示されていること。また，それに従って選抜が行われていること。
（依頼事項追４）プログラムの学習・教育目標を達成するために必要な資質を持っているかどうかを判断するために、どのような指標（判定法）を用いているのかについて資料をご提示下さい。
基準3.1(1)[3] それに従って選抜が行われていること。
（依頼事項追５）
・多様な選抜方法により入学者を決定していますが、それぞれの入学者が、プログラムの学習・教育目標を達成するために必要な資質を持っているかどうかを判断する指標について資料をご提示下さい。
基準3.1(2) 学生のプログラムへの登録を共通教育等の後に決める場合には，入学時からの学習・教育が審査の対象となることを考慮して，プログラム履修者を決める具体的方法が定められ，当該プログラムに関わる教員および学生に開示されていること。また，それに従って履修者の決定が行われていること。
（依頼事項：追６）
・プログラム履修者を決める上の必要単位数を開示していますが、それにしたがってプログラム履修者を決定していることを示す資料をご提示下さい。
・「都市デザイン」コースと「建築デザイン」コースの両コースを主コース、あるいは副コースに選択したすべての学生をプログラム履修者としていますが、どのように入学時からの授業科目を選択すれば、学習・教育目標を満たすのかが良く分かりません。入学時からどのように授業科目を選択すれば、学習・教育目標を満たすのかを示す資料をご提示下さい。
基準3.1(2)[1] 学生のプログラムへの登録を共通教育等の後に決める場合には，入学時からの学習・教育が審査の対象となること。を考慮して，プログラム履修者を決める具体的方法が定められていること。
（依頼事項：追７）
・プログラム履修者を決める上の必要単位数を開示していますが、それにしたがってプログラム履修者を決定していることを示す資料をご提示下さい。
・「都市デザイン」コースと「建築デザイン」コースの両コースを主コース、あるいは副コースに選択したすべての学生をプログラム履修者としていますが、どのように入学時からの授業科目を選択すれば、学習・教育目標を満たすのかが良く分かりません。入学時からどのように授業科目を選択すれば、学習・教育目標を満たすのかを示す資料をご提示下さい。
基準3.1(2)[2] それが当該プログラムに関わる教員および学生に開示されていること。
（依頼事項：追８）プログラム履修者を決める上の必要単位数を開示していますが、それにしたがって履修者を決定していることを示す資料をご提示下さい。
基準3.1(2)[3] カリキュラムでは，各科目と学習・教育目標との対応関係が明確に示されていること。
（依頼事項：追９）
・履修者の決定方法についての資料をご提示下さい。
・「都市デザイン」コースと「建築デザイン」コースの両コースを主コース、あるいは副コースとする履修者の決定方法についての資料をご提示下さい。
基準3.1(3) 学生をプログラム履修者として編入させる場合には，その具体的な方法が定められ，学内外に開示されていること。また，それに従って編入が行われていること。
（依頼事項：追１０）
・編入者を決める上の必要単位数を開示していますが、学習・教育目標の達成可能性の検討によって個別に編入者を決定していることを示す資料をご提示下さい。また、学内外の開示されていることを示す資料をご提示下さい。
・２年次編入、３年次編入のそれぞれにおいて、既修得単位（科目）と主コース、副コースの選択とどのような関係になっていますか、これに関する資料をご提示下さい。また、学内外の開示されていることを示す資料をご提示下さい。
基準3.1(3)[2]それが学内外に開示されていること。
（依頼事項：追１１）
・学習・教育目標の達成可能性の検討によって個別に編入者を決定することを学内外に開示していることを示す資料をご提示下さい。
基準3.1(3)[3]それに従って編入が行われていること。
（依頼事項：追１２）
・それにしたがって編入者を決定していることを示す根拠（資料）をご提示下さい。
基準3.2(1) 学生にプログラムの学習・教育目標を達成させるようにカリキュラムが設計され，当該プログラムに関わる教員および学生に開示されていること。カリキュラムでは，各科目とプログラムの学習・教育目標との対応関係が明確に示されていること。
（依頼事項：追１３）
・学生にプログラムの学習・教育目標を達成させるようにカリキュラムが設計されていることを示す資料をご提示下さい。
・カリキュラムにおいて，各科目とプログラムの学習・教育目標との対応関係を明確に示している資料をご提示下さい。（シラバスの中に学習教育目標が、（Ａ）～（Ｇ）のものと（Ａ）～（Ｋ）のものがあります。）
基準3.2(1)[1] カリキュラムは，学生が学習・教育目標を達成できるように設計されていること。
（依頼事項：追１４）
・表2で、(a)地球的視野から多面的に物事を考える能力とその素養は、主に学習・教育目標(A)に対応するとされていますが、表6中の(A)のカリキュラムに、そのような科目（たとえば、地球環境論）がないようですが、学生が学習・教育目標を達成できるようにカリキュラムが設計されていることを示す資料をご提示下さい。
・ＪＡＢＥＥが求める基準１の（１）のe（デザイン能力）を学習・教育目標（Ｄ）で達成させることと設定していますが、学習保証時間は８０時間となっています。この学習保証時間によって、また、実験科目によって、「デザイン能力」を身につけるという学習・教育目標が達成できるとする根拠（資料）をご提示下さい。
基準3.2(1)[2] それが当該プログラムに関わる教員および学生に開示されていること。
（依頼事項：追１５）表6に類する資料の開示を示す資料をご提示下さい。
基準3.2(1)[3] カリキュラムでは，各科目と学習・教育目標との対応関係が明確に示されていること。
（依頼事項：追１６）
・履修モデル（引用・裏付資料3.2-5）は、進級に必要な単位数の観点で取るべき科目を説明していますが、科目と学習・教育目標の関係について説明した資料をご提示下さい。
・理工学科想像工学系の入学生に関する履修モデルを示す資料をご提示下さい。
基準3.2(2) カリキュラムの設計に基づいて科目の授業計画書（シラバス）が作成され，当該プログラムに関わる教員および学生に開示されていること。また，それに従って教育が実施されていること。シラバスでは，それぞれの科目ごとに，カリキュラム中での位置付けが明らかにされ，その教育の内容・方法，達成目標および成績の評価方法・評価基準が示されていること。
（依頼事項：追１７）
・卒論I（３単位）,II（３単位）では、シラバスが示す学習保証時間が卒論Ⅰ（９０時間）、卒論Ⅱ（２４８時間）となっていますが、シラバスが示す学習保証時間の実施を確認するための根拠（資料）をご提示下さい。
・成績の評価方法の方法、評価基準を示す資料をご提示下さい。
基準3.2(2)[3] それに従って教育が実施されていること。
（依頼事項：追１８）
・講義外時間として卒業研究Iでは22.5時間、卒業研究IIでは180時間をそれぞれ保証時間としていますが、それが学習保証時間（教員等の指導のもとで行なった学習時間）であることを示す根拠（資料）をご提示下さい。
・成績の評価方法、評価基準を示す資料をご提示下さい。
基準3.2(2)[4] シラバスでは，それぞれの科目ごとに，カリキュラム中での位置付けが明らかにされ，その教育の内容・方法，達成目標および成績の評価方法・評価基準が示されていること。
（依頼事項：追１９）
・シラバスには評価基準が明示されていないものがありますが、成績評価の方法、評価基準を示す資料をご提示下さい。
基準3.2(3)授業等での学生の理解を助け，勉学意欲を増進し，学生の要望にも対応できるシステムがあり，その仕組みが当該プログラムに関わる教員および学生に開示されていること。また，それに関する活動が実施されていること。
（依頼事項：追２０）
・授業情報の開示例（引用・裏付資料3.2-18)では授業等での学生の理解を助ける仕組みとしての実績が確認できないので、それを確認できる資料をご提示下さい。
・オフィスアワーについても実績を確認できる資料をご提示下さい。
基準3.2(3)[3] それに関する活動が実施されていること。
（依頼事項：追２１）
・授業情報の事例（引用・裏付資料3.2-18）は授業そのものの関する資料配布であり理解を助ける実施内容としての確認ができないので、活動の実施を確認できる資料をご提示下さい。
・オフィスアワーについても実績を確認できる資料をご提示下さい。
基準3.2(4) 学生自身にも，プログラムの学習・教育目標に対する自分自身の達成度を継続的に点検させ，その学習に反映させていること。
（依頼事項：追２２）
学生自身にも，プログラムの学習・教育目標に対する自分自身の達成度を継続的に点検させ，その学習に反映させていることを示す実績資料をご提示下さい。
基準3.2(4)[1] 学生自身にも，プログラムの学習・教育目標に対する自分自身の達成度を継続的に点検させていること。
（依頼事項：追２３）
プログラムの学習・教育目標に対する自分自身の達成度を継続的に点検させている仕組みが十分でることを示す資料をご提示下さい。
基準3.2(4)[2] それを学習に反映させていること。
（依頼事項：追２４）担任による成績表配布、保護者への報告などがあげられていますが、学生自身によるチェックの実績資料をご提示下さい。
基準3.3(1) プログラムの学習・教育目標を達成するために設計されたカリキュラムを，適切な教育方法によって展開し，教育成果をあげる能力をもった十分な数の教員と教育支援体制が存在していること。
（依頼事項：追２５）学習保証時間を満たすために、十分な数の教員であることを示す根拠（資料）をご提示下さい。
卒論IとIIで約200時間の講義外時間を学習保証時間の一部としていますが、学習保証時間は教員等の指導のもとに行なった学習時間であると考えられますので、それを示す資料をご提示下さい。
基準3.3(2) 教員の質的向上を図る仕組み（ファカルティ・ディベロップメント）があり，当該プログラムに関わる教員に開示されていること。また，それに関する活動が実施されていること。
（依頼事項：追２６）教員の質的向上を図る仕組み（ファカルティ・ディベロップメント）があり，また，それに関する活動が実施されていることは確認できましたが、引用・裏付資料では当該プログラムに関わる教員に開示されていることを確認することができないため、教員に開示されていることを示す資料をご提示下さい。
基準3.3(2)[2] それが当該プログラムに関わる教員に開示されていること。
（依頼事項：追２７）当該プログラムに関わる教員に開示されているかどうかは、引用・裏付資料では確認できませんでしたので、それを確認するための資料をご提示下さい。
基準3.3(3) 教員の教育に関する貢献の評価方法が定められ，当該プログラムに関わる教員に開示されていること。また，それに従って評価が実施されていること。
（依頼事項：追２８）教員の教育に関する貢献の評価方法が教員に開示され、評価が実施されていることを示す資料をご提示下さい。
基準3.3(3)[2] それが当該プログラムに関わる教員に開示されていること。
（依頼事項：追２９）それが当該プログラムに関わる教員に開示されていることを示す資料をご提示下さい。
